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	２．２０１４年度連携会議の活動の柱
	３．２０１４年の具体的とりくみ
	①学校配分予算調査
	なお、今後の課題も含め、今年度の提言「学校配分予算の調整について」で別記のように提起させていただきました。
	②学校備えつけの教材教具について
	夏季研修会において保護者負担軽減調査に係わって交流を行いました。生振小学校の発表から「ものさし」を学校備えつけとした経緯の報告があり、その中で、授業で扱う時間が２時間程度など、使用する時間が非常に短期間である教材について学校備えつけとして市教委へ要望していく方法や教員に調査していく方法などを模索していく事となりました。
	第５８回の連携会議において学校備えつけ教材について交流をおこない、冬季研修会において、小学校・中学校の種別を問わず「アイデア募集」をおこないました。
	その中から３個の教材に絞りながら第５９回目の連携会議において全校の備えつけ状況の調査を行い第６０回の連携会議において報告をおこないました。
	次年度の取り組みとしては前段でも記していますが、市教委への要望や教員調査を進めるなど新たな提言につなげていけるように取り組んでいきたい。
	④学校徴収金（保護者負担）調査
	４　提言
	（１）２００９～１2年度の提言（表題のみ記載）
	（２）提言の効果
	２０１２年度の「石狩市の学校間連携」で記述してありますが、提言に関わる論議の中で「提言をするだけでなく、重要なことは関係機関に要望をすべきではないか」という意見が多く出されていました。そこで、昨年度は今までの提言をもう一度提言の１～１０までを１年かけ見直しを行うことで関係機関への要望を行う足がかりとなったと考えます。
	ただし、連携会議はあくまで学校事務業務を実践・検証する組織であり、連携会議自らが教育員会に要望を行うことは組織形態に馴染まないことから、事務職員協議会などの関係団体が、積極的な要望活動を行っていくことを検討していただきたいと思います。
	５．資料（ホームページ掲載リスト　２０１３年度版記載分以降３月5日現在まで）
	（１）「日刊連携会議」のページ
	（２）「白書と提言」のページ
	（４）「実践交流」のページ
	（５）「会員のページ」

